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タイムアウトまでおよそ1800秒です。 印刷

 

タイトル「2011年度シラバス」、開講所属「全学教育-全学教育_人間科学科目」

シラバスの詳細は以下となります。 

 

学期 前期  曜日・校時   水４  

開講期間   

必修選択   選択  単位数 2.0  

時間割コード 20110567007003  科目番号 05670070 

授業科目名 ●人間と環境(ライフサイクルとメンタルヘルス)  

編集担当教員 今村 明  

授業担当教員名(科目責任者) 今村 明  

授業担当教員名(オムニバス科目等) 今村 明,黒滝 直弘,小澤 寛樹  

科目分類   人間科学科目  

対象年次   1年,2年,3年,4年   講義形態   講義科目   

教室 ［全］１０２   

対象学生（クラス等） 全学部   

担当教員Eメールアドレス f1042@cc.nagasaki-u.ac.jp （メール送信にあたり、備考の欄をお読みください）   

担当教員研究室 大学病院精神神経科医局   

担当教員TEL 819-7293   

担当教員オフィスアワー 火曜日 午前8：00－午前9：00   

授業のねらい 

近年では、自殺やいじめといったメンタルヘルスに関連した様々な問題が注目されている。このストレス社会をより豊か

に生き抜いていくために、また、家族や知人を援助していくために、ライフサイクルのそれぞれにステージにおけるメンタ

ルヘルスについて理解を深める。   

授業方法（学習指導法） 参考資料やプレゼンテーション、さらに必要に応じてDVD・ビデオを用いて行う。   

授業到達目標 

生命の誕生、胎児期から老年期、そして死に至るまでのライフサイクルを理解できる。 
メンタルヘルス、ストレスコーピングについて自ら総合的に考えることができる。 
精神障害や精神保健、偏見や差別について理解する。 
自分や家族、周囲のメンタルヘルスの援助ができる。   

授業内容 

本科目では、生命の誕生、胎児期から老年期、そして死に至るまでのライフサイクルを概観し、それぞれのライフステー

ジに関連したテーマに焦点を当て、講義を行う。 
それらのテーマについて、自分がどのように感じ、考えるかという作業が重要であると考える。メンタルヘルス、ストレス

コーピングについて総合的に理解を深める。 

回 内容

1 4/6  「オリエンテーション」（担当：今村） 講義全体の概観と説明

2 4/13 「生と死を見つめる」（担当：黒滝） 自殺の問題、癌の末期のケアについて

3
4/20 「遺伝子と精神疾患」（担当：黒滝） 遺伝子と精神疾患」（担当：黒滝） 遺伝子の変化と精神疾患につい

て

4 4/27 「老いと向き合う」（担当：黒滝） 高齢化社会と認知症について 

5 5/11 「現代の社会病理」（担当：今村） 現代社会の問題点について 

6 5/18 「生命誕生の神秘」（担当：今村） 命の誕生についての生物学的理解 

7 5/25 「ライフサイクルとメンタルヘルス（1）胎児・乳児・児童期」（担当：今村） 人生の早期の変化と問題点

8
6/1  「ライフサイクルとメンタルヘルス（2）思春期・青年期」（担当：今村） 思春期・青年期における変化と問題

点 

9 6/8  「映画で学ぶメンタルヘルス」（担当：小澤） 映画を通じて心の世界を学ぶ 

10 6/15 「ライフサイクルとメンタルヘルス（3）壮年期・老年期」（担当：今村） 高齢者の問題点

11 6/22 「ジェンダーとは？」（担当：今村） 性同一性障害（GID）について
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12 6/29 「映画で学ぶメンタルヘルス（2）」（担当：小澤） 映画を通じて心の世界を学ぶ

13 7/6  「統合失調症・気分障害」（担当：黒滝） 精神疾患についての理解

14 7/13 「発達障害・パーソナリティ障害・摂食障害」（担当：今村） 精神疾患についての理解

15 7/20 「発達障害」（担当：今村） 精神疾患についての理解

16  

キーワード メンタルヘルス、精神保健、精神障害、ストレス   

教科書・教材・参考書 
参考資料やプレゼンテーションのプリントを配布。 
DVD、ビデオも使用する。   

成績評価の方法・基準等 
レポートより授業中の課題に対する積極的な取り組み状況や与えられたテーマについて、理解を裏付ける討議ができ

ているかを判断基準とする。   

受講要件（履修条件） 

履修上の注意：原則として全回出席をしなければ単位は成立しない。ただし、やむを得ず（正当な理由で）欠席する場合

は、個別指導等を行う。 
なお、講義の効率性を考慮し、受講者制限を行う。（100名）   

本科目の位置づけ 

本科目では、生命の誕生、胎児期から老年期、そして死に至るまでのライフサイクルを概観し、それぞれのライフステー

ジに関連したテーマに焦点を当て、講義を行う。それらのテーマについて、自分がどのように感じ、考えるかという作業

が重要であると考える。メンタルヘルス、ストレスコーピングについて総合的に理解を深める。   

学習・教育目標   

備考（ＵＲＬ）   

備考（準備学習等） 

◆日常生活の中からWebやTVなどを用いてメンタルヘルスや精神保健に関する情報を取り入れる工夫をすること。 
◆質問等でメールを送信する際、タイトルに授業科目名・学年・氏名を明記して下さい。 
（例） ご質問 （全学「人間と環境 ライフサイクルとメンタルヘルス」・１年・氏名）    
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 シラバス関連 ＞ シラバス参照 ＞ シラバス検索 ＞ シラバス一覧 ＞ シラバス参照      『 全学教育 』 

タイムアウトまでおよそ1800秒です。 印刷

 

タイトル「2011年度シラバス」、開講所属「全学教育-全学教育_人間科学科目」

シラバスの詳細は以下となります。 

 

学期 前期  曜日・校時   金３  

開講期間   

必修選択   選択  単位数 2.0  

時間割コード 20110567007004  科目番号 05670070 

授業科目名 ●人間と環境(斜面市街地のくらし)  

編集担当教員 松坂 誠應  

授業担当教員名(科目責任者) 松坂 誠應  

授業担当教員名(オムニバス科目等) 松坂 誠應,石松 隆和,杉山 和一  

科目分類   人間科学科目  

対象年次   1年,2年,3年,4年   講義形態   講義科目   

教室 ［全］４３０   

対象学生（クラス等） 全学部学生   

担当教員Eメールアドレス matsu_report@hotmail.coo   

担当教員研究室 医学部保健学科３Ｆ   

担当教員TEL 095-819-7961   

担当教員オフィスアワー 月曜日   

授業のねらい 
人間の生活、特に障害のある人や高齢者の生活は様々な環境の影響を受けるが、その環境要因を知り、誰もが住み

やすい生活環境を創造していくための基礎的な知識と思考力を高める。   

授業方法（学習指導法） 

講義だけでなく、斜面市街地やそこで生活する人々を理解する目的で、斜面地に住む障害のある人々との交流や斜面

に関するボランティア活動や現地見学などの課外活動を行う。また、講義で障害のある人や高齢者からの講話を聞く。 
課外活動は複数回計画するが、参加できなかった場合は課題レポート提出で代替する。 
  

授業到達目標 障害のある人や高齢者の生活に影響する環境要因とそれに対する対応策を理解し、説明できる。   

授業内容 

人間は様々な環境要因の影響を受けるが、障害のある者や高齢者は生活環境によって身体的・心理的・社会的な影響

を受けやすい。特に、市街地の大半が斜面地である長崎市では障害のある者・高齢者の身体機能の低下や社会参加

の制限など多くの問題が指摘されている。 
講義では、生活環境が障害のある者に与える影響を身体的・心理的・社会的側面から解説するだけでなく、都市計画な

ど環境整備、福祉機器の利用による生活環境への対応など環境科学やリハビリテーション工学の面からも解説する。 

 
課外活動（ボランティア、現地見学）は週末に行う。 

回 内容

1

(4/8) オリエンテーション（松坂・杉山・石松）および障害者等の生活の概要（松坂） 
斜面市街地に生活する高齢者を記録したビデオから斜面市街地のくらしの概要を知り、３名の教員の講義計画

について説明する。課外活動（ボランティア、現地見学）の説明も行う。障害のある者や高齢者の生活の概要に

ついても講義する。（松坂）

2 (4/15) 障害のある者や高齢者の生活と環境の影響：松坂

3 (4/22) 障害のある人への生活支援の考え方と実際：松坂

4 (5/06) ※週末に行う現地見学の代休（4月23日土に斜面地見学予定）

5 (5/13) 高齢ボランティア、障害のある人の講話：石松

6 (5/20) ※週末に行うボランティアの代休（5月下旬のイベント）

7 (5/27) ノーマライゼーションの考え方：松坂

8 (6/03) 斜面市街地の現状と対策（１）：杉山

9 (6/10) 斜面市街地の現状と対策（２）：杉山
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10 (6/17) 斜面市街地の分析・評価（１）：杉山

11 (6/24) 斜面市街地の分析・評価（２）：杉山

12 (7/01) 福祉機器作成・提供の考え方：石松

13 (7/08) 福祉機器使用の実際（１）：石松

14 7/15) 福祉機器使用の実際（２）：石松

15 (7/22) まとめ: 学生と教官のディスカッション（障害の違いと環境整備）：松坂・杉山・石松

16  

キーワード 人間、環境、健康、障害、生活、QOL   

教科書・教材・参考書 教科書は用いず、授業計画に沿ったプリント資料を配布する。   

成績評価の方法・基準等 
毎回の講義に関するレポート (40%)、課題レポート（第15回時に示す）(40%)および課外活動（ボランティア、現地見学）

への参加(20%)で判定する。   

受講要件（履修条件） 特になし   

本科目の位置づけ 

杉山和一（環境） sugiyama@nagasaki-u.ac.jp  環境科学部３Ｆ 819-2752 
 
石松隆和（工学） ishi@nagasaki-u.ac.jp     工学部４Ｆ 819-2508   

学習・教育目標   

備考（ＵＲＬ）   

備考（準備学習等）   
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 シラバス関連 ＞ シラバス参照 ＞ シラバス検索 ＞ シラバス一覧 ＞ シラバス参照      『 全学教育 』 

タイムアウトまでおよそ1799秒です。 印刷

 

タイトル「2011年度シラバス」、開講所属「全学教育-全学教育_人間科学科目」

シラバスの詳細は以下となります。 

 

学期 後期  曜日・校時   火２  

開講期間   

必修選択   選択  単位数 2.0  

時間割コード 20110567007002  科目番号 05670070 

授業科目名 ●人間と環境(環境認知_微生物環境_放射線環境)  

編集担当教員 松田 尚樹  

授業担当教員名(科目責任者) 松田 尚樹  

授業担当教員名(オムニバス科目等) 松田 尚樹,浦田 芳重,竹下 哲史  

科目分類   人間科学科目  

対象年次   1年,2年,3年,4年   講義形態   講義科目   

教室 ［全］４２９   

対象学生（クラス等） 全学部   

担当教員Eメールアドレス nuric@nagasaki-u.ac.jp   

担当教員研究室 先導生命科学研究支援センター アイソトープ実験施設   

担当教員TEL 819-7163   

担当教員オフィスアワー 火曜日 9:00～10:00   

授業のねらい 

生物は誕生から死まで様々な刺激を環境から受け、対応しながら生きている。また日常の生活において、微生物及び

放射線・紫外線は我々が避けることのできない環境中の因子である。本授業では、ヒトが環境を認知する仕組みについ

て総論的に理解した後、微生物環境及び放射線・紫外線環境と人間生活の関係について知識を深める。   

授業方法（学習指導法） 3名の教員が分担し、ビデオ及びPCを用いて講義を行う。   

授業到達目標 

（１）環境認知：ヒトの成長に沿って作られていく体と心の仕組みを映像的に理解し、ヒトがどのようにして環境からの情

報を処理し対処しているのかを知ることにより、人間と環境の関係について論理的に考察できるようにする。 
（２）微生物環境：人間や環境と、微生物との関わりを学ぶ。さらに、微生物は人間にとって有害であるということが強調

されがちであるが、大部分の微生物は動物や植物の生活環境を支え、人間にとっても必要不可欠な協力者になってい

ることを理解する。 
（３）放射線環境：放射線と紫外線の基礎、人体に及ぼす影響、およびその防護体系・防護法について学び、放射線と

紫外線の害と恩恵について、正しい知識に基づき自分の考えを導くことができるようにする。   

授業内容 

ヒトによる環境の認知についてまず基礎を概説し、次いで微生物及び放射線・紫外線とヒトや環境とのかかわり、健康

への影響、及びその対処等について各論を述べる。 
 １～ ５回 環境認知 
 ６～１０回 微生物環境 
１１～１５回 放射線・紫外線環境 
   １６回 定期試験 (2012/1/31) 

回 内容

1 いのちの誕生      （10/4 浦田）

2 はじめての冒険     （10/11 浦田）

3 悩める１０代      （10/18 浦田）

4 脳の神秘        （10/25 浦田）

5 老いを生きる      （11/1 浦田）

6 微生物とは       （11/8 竹下）

7 くらしと微生物     （11/15 竹下）

8 環境における微生物の役割（11/22 竹下）

9 環境浄化と微生物    （11/29 竹下）
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10 人間と微生物      （12/6 竹下）

11 放射線の基礎      （12/13 松田）

12 紫外線の基礎      （12/20 松田）

13 放射線の影響      （1/10 松田）

14 紫外線の影響      （1/17 松田）

15 放射線と紫外線の防護  （1/24 松田）

16  

キーワード 脳、老化、微生物、放射線、紫外線   

教科書・教材・参考書 教科書は用いず、授業計画に沿ったプリント資料を配布する。参考文献は適宜紹介する。   

成績評価の方法・基準等 定期試験90%、授業中の課題に対する積極的な取り組み状況10%   

受講要件（履修条件）   

本科目の位置づけ   

学習・教育目標   

備考（ＵＲＬ）   

備考（準備学習等）   
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タイムアウトまでおよそ1782秒です。 印刷

 

タイトル「2011年度シラバス」、開講所属「全学教育-全学教育_人間科学科目」

シラバスの詳細は以下となります。 

   

学期 後期  曜日・校時   火５  

開講期間   

必修選択   選択  単位数 2.0  

時間割コード 20110567007001  科目番号 05670070 

授業科目名 ●人間と環境(ハンディキャップ)  

編集担当教員 村田 潤  

授業担当教員名(科目責任者) 村田 潤  

授業担当教員名(オムニバス科目等) 村田 潤,東嶋 美佐子,田中 悟郎,岩永 竜一郎,十枝 はるか,田中 浩二,東 登志夫  

科目分類   人間科学科目  

対象年次   1年,2年,3年,4年   講義形態   講義科目   

教室 ［全］４３０   

対象学生（クラス等）   

担当教員Eメールアドレス jmura@nagasaki-u.ac.jp   

担当教員研究室 保健学科棟2F（村田教員室）   

担当教員TEL 095-819-7923   

担当教員オフィスアワー 火曜日12：00～13：00   

授業のねらい 

疾病・事故・加齢等に伴う運動機能の障害やそれ等からおこる生活障害等により生じるハンディキャップについて学ぶ。

また、リハビリテーションの観点から身体機能の障害改善のための主体的活動への働きかけや身体の多様な障害から

生活障害を惹起させないための多面的な検討を紹介し、障がい者の生活権保障から社会生活におけるノーマライゼー

ションを模索することの理解を深める。 
  

授業方法（学習指導法） 講義・視聴覚資料の視聴・相互の意見交換   

授業到達目標 

傷害された機能の再獲得のためのリハビリテーションの概要（特に作業療法視点から）を理解することにより、受動的な

訓練と異なった主体的な活動による機能回復や開発を目指す支援方法の理解を深める。また、機能障害を代替する方

法の変更・環境調整や機器の利用等により機能の障害を生活の障害とさせない支援について理解できるようにする。 
障害者・高齢者等の生活弱者の生活権の存在を理解する。それへの認識を深めて自律的生活遂行における困難な部

分において支援を受ける権利の保障についてからノーマライゼーションを模索する視点を身につける。また、支援の企

画を理解し提案できるようにする。 

  

授業内容 

回 内容

1 授業ガイダンス

2 生体機能の制御と環境適応Ⅰ

3 生体機能の制御と環境適応Ⅱ

4 幼児期の支援と作業療法

5 学齢児の支援と作業療法

6 身体障害の作業療法

7 高齢者の支援と作業療法

8 障害と偏見差別

9 高次脳機能障害の理解と作業療法

10 生活障害と作業療法Ⅰ

11 生活障害と作業療法Ⅱ

12 生活障害と作業療法Ⅲ
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13 生活障害と作業療法Ⅳ

14 生活障害と作業療法Ⅴ

15 健康支援について

16 まとめ

キーワード リハビリテーション、ノーマライゼーション、作業療法、障がい者の生活   

教科書・教材・参考書 

参考書：上田敏リハビリテーションを考える（障害者問題双書） 
      福祉用具アセスメントマニュアル(中央法規)  
他適宜配布・紹介する 
選択したテーマに応じた視聴覚資料を利用する 

  

成績評価の方法・基準等 授業への貢献度、レポート、期末試験などを総合的に評価する。   

受講要件（履修条件） 
原則として全回出席をしなければ単位は成立しない。ただし，やむを得ず（正当な理由で）欠席する場合は，個別に学

習の指導を行う。   

本科目の位置づけ   

学習・教育目標   

備考（ＵＲＬ）   

備考（準備学習等）   

  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.

2/2 ページシラバス参照

2011/09/28https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/syllabus2/syllabusReferenceContentsInit.do;LcSe...


	01人間と環境(ライフサイクルとメンタルヘルス)
	02人間と環境(斜面市街地のくらし)
	03人間と環境(環境認知_微生物環境・・・）
	04人間と環境(ハンディキャップ)

